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町内会長等と市長との懇談会（ネット懇談会）に参加しました
～「持続可能な地域づくり」について意見交換 ～

【開催日・参加地区】
◇10月26日 東地区…田村、西田、中田、郡山中央（東）
◇11月５日 西地区…逢瀬、片平、湖南、郡山中央（西)
◇11月19日 北地区…喜久田、日和田、富久山、熱海、郡山中央（北)
◇11月26日 南地区…安積、三穂田、郡山中央（南・中)

活動報告

今年度は、市内を東西南北の４地区に分けて開催され、各地区の連合
会長等が行政センターや公民館からウェブ会議に参加しました。「持続
可能な地域づくり」についての発表、各地区の参加者や市長等との意見
交換を行い、町内会活動が「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」のさま
ざまな目標につながっていると知る機会にもなりました。
各地区の発表から、２地区の活動内容をご紹介します。

新型コロナウイルス感染防止のため

町内会活動に必要な備品を貸出します！

中田町内会連絡協議会 吉田 善守 会長

住宅火災の被害をなくすことを目的に、中田分署や
地元消防団と協働連携し、住宅用火災警報器設置状況
の全戸調査ローラー作戦（1,264世帯対象）を実施しま
した。調査とともに普及活動を行った結果、地区の設
置率が84.7％と市平均（78.6%）を上回る結果となりま
した。（※11月14日には再調査として、前回調査時に
未設置だった約200世帯の訪問調査を行いました。）

また、中田町では一人暮らしの高齢者への配食サー
ビスがボランティア等により活発に行われています。
「住民同士のつながりが強い」という地域の特色を活
かし、今後も「自分たちの地域は自分たちで守る」と
いう意識を持ちながら、地域活動を進めていきます。

火災予防活動や高齢者の健康づくり活動等
による持続可能な地域づくりについて

郡山中央町内会連合会
桃見台方部町内会連合会 坂本 大 会長

桃見台地域では、コロナ禍でもできることとして、
ご家庭に眠っている食料品等の「もったいない」を必
要としている人に届けて「ありがとう」に変える取組
を実施しました。桃見台方部町内会連合会の主催、社
会福祉協議会、明るいまちづくり推進委員会、保健委
員会等の共催により実施し、地域の方の協力により、
2,800点を超える品物を寄贈していただきました。

寄贈された品物は、民生委員を通して地域の方へ配
布したほか、社会福祉協議会へ引き渡し、ご活用いた
だきました。

「つなごう桃見台プロジェクト」
の実施について

利用希望日の２か月前から予約可能（先着順）です。詳しくは事務局へお問合せください。

「新しい生活様式」に対応した町内会活動を促進するため、飛沫防止パネル
を町内会に貸出しています。総会や役員会などでご活用ください。

◇ サ イ ズ：幅60㎝×高さ49.5㎝×奥行18㎝（脚は取り外せません）

◇ 貸出枚数：最大48枚
◇ 貸出期間：貸出日、返却日を含め４日以内
◇ 利 用 料：無料

ネット懇談会の様子

市役所での
会議の様子
（市長等）

配食サービス ▲

住宅用火災警報器
設置調査

▲

▲



タブレット体験講座に

参加しました

郡山市自治会連合会事務局

〒963-8601郡山市朝日一丁目23番7号
（郡山市市民・NPO活動推進課内）

電話 024-924-1888
FAX 024-931-5186
メール k-jichiren@abnet.or.jp
ｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://www.koriyama-jichiren.com/

町内会活動 ✖ セーフコミュニティ ①

～ わたしたちにできるセーフコミュニティ活動 ～

町内会に加入した方から抽選で200名様に郡山市特産品が当たる

町内会加入促進キャンペーンを実施しています！

アパートへの勧誘活動や、近所に引っ越してきた方へのご挨拶など…町内会活動を
知っていただくきっかけづくりに、町内会加入促進キャンペーンチラシをご利用くだ
さい。詳しくは各町内会長又は事務局にお問合せください。

町内会に加入してごみ
出しのルールなども
知って欲しいなぁ

近所に引っ越してきた
方に挨拶に行ってみた
いけれどきっかけがな
くて…

郡山市は2018（平成30）年にセーフコミュニティの認証を県内で初めて（国内では15番目に）取得しま
した。現在は、2023年（令和５年）の再認証を目指し、各団体等と連携・協働して安全・安心なまちづく
りに向けて改善を加えながら活動を継続しています。

セーフコミュニティの実現のためには、町内会や地域住民による協力は欠かせません。町内会活動や
日常生活の中でセーフコミュニティに貢献できることを考えてみませんか。

郡山市における年齢層別死因順位
（2014～2019年、病気を除く）

＜全体＞
１位 自殺（349人）
２位 窒息（168人）
３位 その他不慮の事故（123人）

－ 年代別の死因 １位 －

10代から70代まで 自殺
80代、90歳以上 窒息

「セーフコミュニティ通信」より

町内会長としての功績により表彰等を受けら
れた皆様をご紹介します。誠におめでとうござ
います。

表彰受賞者等紹介

総務大臣表彰受賞
秋の叙勲受章
（旭日単光章）

あぶくま台自治会

武藤 和四郎 さん

並木町会

栁沼 愑 さん

セーフコミュニティとは
「けがや事故は、原因を究明することで予防できる」という理念のもと、行政、関係機関、団体、組織と市
民が協力して、安全・安心に暮らすことができるまちづくりに取り組む地域のこと。

喜久田町での
訪問活動の様子

いま悩んでいるあなたへ ～ あなたとあなたの大切な方のこころといのち
を守るため、勇気を出して信頼できる誰かに相談してみませんか。

活動報告

11月20日、西田公民館で開催された「タブレット
体験講座」に、西田町区長会から６名の区長等が参
加しました。実際にタブレットに触れ、「タブレッ
トとは」から始まり、写真の撮り方、音声認識機能、
地図機能をもとに日本国内や海外の写真を見る体験
をしました。
これからは区長会の活

動にＩＣＴを活用できる
よう、操作に慣れていき
たいと思います。

（西田町区長会
会長 松﨑 昭） タブレットの操作にチャレンジ！

地域 のつながり・ 見守りで自殺 予防を

自殺は、健康・家庭問題、生活困窮、孤立、人間関係の疲
れなど、さまざまな社会的要因が連鎖することで起きると考
えられます。町内会が他団体と協働で行う「訪問活動」や
「見守り活動」、ご近所同士での「声かけ」などを続ける
ことで、地域の方の異変に気付くことができたり、地域の方
も困りごとを話しやすくなったり･･･孤立を防ぐ皆さんの地
域活動が自殺予防につながっています。


